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【削減状況の自己評価】
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基準年度(平成 23 平成 26 目標年度(平成

対象事業の名称

1.463

百t

（該当事業者のみ記入）

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況
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百t 百t

関連数値(平成 26 達成率等年度)
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26

指標の状況

平成 24

工場等の名称

年度)

生産加工量(百t)

生産加工量が前年に比べ約25%増となっていますが、エネルギー起源二酸化炭素排出量が微増程度に
抑制できたため、目標年度での原単位基準排出量目標を達成することができました。
これは前年度の構内照明更新に加え、構内設備の適正稼働状態管理等を進めたことも寄与していま
す。
引き続き、この成果を維持向上できるよう、特に構内設備稼働状態の適正維持管理により、排出目標
値のさらなる削減と、それに伴う社会貢献に努めたいと考えます。
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計画期間：

）年度排出量

ｔCO2

8,691

）年度

箇年度）

（平成

）年度削減実績

ｔCO2

14.3

ｔCO2

ｔCO2

（●工場等の数 1 所 ●車両台数（②該当の場合）

同上

氏
　
名

（法人にあっては名称） 住
　
所

（法人にあっては主たる事業所の所在地）

①

株式会社スチールハブ
712-8074

業種名：鉄鋼業

鋼材の受入れから加工(表面処理、切断、曲げ、溶接)と海上輸送までのトータル一環サービ
ス

工場等の名称 所　　在　　地

主たる業種

県内の
主　な
工場等

本社工場

事業の
概　要

8,400

台）

ｔCO2

)年度排出量

9,148

岡山県倉敷市水島川崎通1丁目14-1

安全施設管理チーム　設備班

①燃料等原油換算1,500kℓ以上特定事業者
の該当要件

②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上

本票作成

28平成

1.254 1.390

目標達成

ベンチマーク指標

未達達成5.0
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分類
コード

ｔCO2

年度)

目標年度
原単位当たり排出量

① 本社工場

③CO2換算3,000t以上

目標削減率

部署名：

番号

基準年度

ベンチマーク

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

温室効果ガス

ｔCO2ｔCO2

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容

削減目標の
達成状況

主な工場等
の排出量

番号

8,400

CO2/( CO2/( CO2/( 



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

　 無

本社工場 （26年度実施分）
昨年に引き続き駆動系潤滑メンテナンスを推進し、電動機の効率向上、及び
設備の故障による稼働率低下に起因した間接的エネルギー効率低下防止に努
めました。

また、構内コンプレッサーの必要能力を勘案し、常時1台を休止させるよう
運転管理を行い、消費エネルギーの抑制を図りました。

屋内空調設備については一部にサーキュレータを導入し、空調機を間引き運
転して昼間の消費電力抑制も図りました。

（今後実施予定分）
同上コンプレッサーについては運転状況をモニタしながら、間引き台数を拡
大できないか検討を進めます。

また、サーキュレータ導入による空調機間引き運転についても、今後執務室
やその他の箇所に適用を拡大して、消費電力抑制を図っていきます。

引き続き、社長、常務、工場長をトップとしてエネルギー管理統括者、エネルギー企画推進者、エネ
ルギー管理者、省エネ委員会から構成されるエネルギー管理体制を維持、運営しています。
上記体制の元、エネルギー使用量、CO2排出量の監視を行い、その削減を行うことで経営活動を通じ
て社会貢献を推進します。

　 無

実施した措置及び今後の取組の内容工場等の名称

県内で
の取組

【推進体制】

　 無

その他

その他

県内で
の取組

　 無


